
１ 月１５日に社会奉仕委員会、青 年奉仕事

業として、留萌 育 ンターに社

会奉仕委員長と共に して参りました。後

ほど委員会報告があると思います。

２ 昨日、深 ＲＣへ 月２０日に開催される６０

年記 の 録 ンバーを知らせに行っ

て参りました。Ｉ と２年後に開催する留萌

クラブ６０ 年の事業が ているため、皆様

には 理な 録をお いしました。 協 い

ただきありがとう いました。

・ ＲＣより、３月会報を しました。

・ ＲＣより、３月会報と 月 会案内を

しました。

・先日行いました 山 国 金 動で、

がクラブは２００ まり、 ちに 金 し

ました。

社会奉仕委員会　 　  委員長

　先ほど会長報告でもありましたが、 月１５日

に青 年奉仕事業として留萌 育

ンターに を して参りました。５月２日

の 会が社会奉仕委員会の 会となってお

ります。 デ しておりますので、皆様に

お見せいたしたいと思います。お しみに。
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・先 に き続き 月 もいただきました。

　 大嶋会長

・Ｉ 開催まで１ 月を りました。大変だ！

　皆さん 協 お いします。　 鈴木会員

・１５日、青 年奉仕事業の を行いました。

　 燕会員

　前　回　　７１７１５２

　今　回　　　６０００

　累　計　　７２３，１５２円

「地区協議会報告」
　  次年度

　 月１日、 の地区協議会に参加して参り

ました。３月中に堀幹事より事前に を頂い

ておりまして、幹事の役 と に始まり、ク

ラブの管理 、クラブリーダーとの協 、ク

ラブ の管理について め、 かく 用

１５ の 面に書かれた でした。 だロータ

リーのロの も理 していない私には、気の

くなるような内容の でしたが、大変 実し

た年になるよう、しっかりと み込んでいこう

と思います。また、その を見た時に、今ま

で幹事を された方々に大変 様でした

という言 が思い かびました。

　さて、 日は幹事としての初仕事をさせて頂

きました。大した事では いませんが、 録

された会員に と参加 の で いま

した。本会議は１０時より福田ガバナーエレクト

の に始まり、ガバナー で２０１ ２０２０年

度のロータリーテーマ「ロータリーは世界をつ

なぐ」、地区目標「自分を見つめ し、 者を支

し、ロータリーの を語 う」が発 され

ました。 を挟み、１３時より第２分科会に参

加させて頂きました。次期幹事への を交

た 部 ストガバナーのお話に始まり、地区

補助金プログラムについて、クラブを成 に

くリーダーシップ幹事 、幹事の役 と

で第２分科会が しました。感想と しまし

ては、堀幹事より事前に け取った やテ

ストに記載されている り、幹事の役 は広

であるの一言に きます。果たして１年間

う るかどうか な気持ちになった分科会

ですが、 じ ら に って行こうと思っ

ております。 生 ストガバナーの から学

んだ事があります。幹事は会員フ ースト、ク

ラブフ ーストを に意 し、 気なクラブづ

くりをどう実 していくかを る事が で

あると感じました。 にとらわれる事なく、会

員皆様のア デアがクラブを り、成長させる

ような柔軟なクラブ を心がけていきたいと

思っております。本会議の後に世界大会のお知

らせがありました。２０２０年６月６日から１０日に

ホ ルルにて開催される びとなっております。

次年度会長からは協調 目として の 性

もうたわれています。次年度留萌クラブの６月

６日の 会は 定 会を設けてありますので、

で世界大会への参加を てみてはい

かがでしょうか。

　最後に、留萌での いは５名にて開催さ

れ、実りのある１日となりました。次年度に向

け良いスタートが れるよう皆様の 協 をよ

しくお いします。以上です。

　 次年度会員 委員長

　私は第３分科会クラブ奉仕部門に参加して参

りました。参加者は、私と さん、 本さん

の３人です。内容を説明させて頂きますと、次

期地区クラブ奉仕 委員長の小 南ＲＣの

さんのお話で、クラブ の 実させるために

クラブ内で会員がとる き行動の 活動とク

ラブ活動を 実させること。ロータリーの 本

は加 クラブの実 的な実施であり、ロー

タリー独自の を 持すること。ＲＩの方

の に柔軟性が 用される。２０１６年 定

議会では 会月に２回、どの の 度で 会を

開くか、 を持って 会とするか、 員の 分

について新しい みが る柔軟性と活気ある

クラブづくりを目標とする上で増 が で、

員の 度を高めるために会 の変 がある
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革新性、多様性、柔軟性、自主性を持って進め

て参ります、と話されておりました。広報ＩＣ

委員会次期地区委員長の武蔵さんがお話になり、

活動内容は、ホームページを管理、ガバナー月

信の発行、会員内の動向を共有し発信すること、

各クラブからの情報提供が大事なのでどしどし

提供してくださいとの事でした。ホームページ

では、目標のシェア、活動の成果を確認できる

クラブデータをグラフ化できる、分野別に目標

が立てられる、クラブのデータを１箇所記録で

きるなどなど。また、ロータリー情報次期委員

長の札幌南ＲＣの堀本さんがお話になられ、小

山ガバナー年度より新設された委員会で、各ク

ラブの活動状況を他のクラブへ情報発信する事

を目的としたものでしたが、ガバナー月信３月

号にて発信しましたが、まだ反応が鈍い状況と

のことです。

　次にＲＬＩ次期委員長の札幌西北ＲＣの渡辺

さんがお話になり、ＲＬＩの意味でロータ

リー・リーダーシップ研究会の講習が６月８日

からスタートし、２回目が７月２０日に実施され

ます。

　グループディスカッションでは自由な討議に

参加し、注意深く他人の意見を聞きましょう。

経験を語り合いましょう。本題を忘れないよう

にしましょう。他人の発言に寛容に、反論や否

定はしない。自分と違う意見に感謝しましょう。

発言は短く的確に行いましょうと話され、その

後ディスカッションが行われました。内容はガ

バナー月信に掲載され累予定です。以上です。

　 関野 次年度社会奉仕委員長

　入会２年目、初めての地区研修・協議会参加

であります。昨年札幌で開催された地区大会は

半分以上観光気分での参加でありましたが、今

回は次年度社会奉仕委員長ということで、前回

とは違い心地良いプレッシャーを感じながらの

参加でありました。また、地方開催ということ

もあり、ＪＣ（青年会議所）時代の仲間にもた

くさん会うことができ、中には「次年度函館ク

ラブの幹事なんですよ！」という仲間もいまし

て、改めてＲＣクラブのスケールの大きさを感

じました。

　そして、いよいよ１０時より地区研修プログラ

ムスタートであります。国歌独唱・ロータリー

ソング「奉仕の理想」斉唱から始まり、この場

面、ソングリーダーである指揮棒を振っていた

方も私のＪＣ時代の友人でした。笑いが止まり

ませんでした。このおかげで午前のプログラム

は順調に寝ることはなく、次年度地区役員の講

演プログラムへ。印象に残った講話として、福

田ガバナーより、リーダーとは自分の支持者

（フォロワー）を増やすことではなく、自分に

かわる、そして自分以上のリーダーを育成する

ことこそが真のリーダーである、こんな熱いお

話しを…たしかされていたかと思います。

　続いて昼食を挟み、いよいよ第５分科会社会

奉仕部門への参加であります。こちらは２５１０地

区次年度社会奉仕委員長の５１名の参加でありま

した。見渡す限り、年齢も風格も私から見ると

ほぼ人生の諸先輩にあたる方々ばかりでありま

した。途中、会場までの道のりを間違いまして、

お席の方も最前列に座ることになり…ある意味、

留萌クラブ次年度社会奉仕委員長の意気込みを

見せつけて参りました。

　分科会の内容については、次年度高山社会奉

仕委員長（札幌東ＲＣ）より、今年度の胆振東

部大地震による活動報告及び地区補助金の活用

についての説明があり、２５１０地区各クラブ社会

奉仕事業の案件を題材にワークショップを開催

し、他クラブの皆さんと地域が求める、また求

められている奉仕事業のあり方について、情報

交換をさせて頂きました。

　改めて、各クラブの事業や取り組みについて、

多くの気づきと学びを得ることができ、大変有

意義な時間でありました。

　また、この度地区研修でこちらの分厚い冊子

を頂いて参りました。次年度国際ロータリー　

マーク・ダニエル・マローニー会長テーマは

「ロータリーは世界をつなぐ」であります。こ

ちら冊子の１ページの一文に、ロータリーに礎

は「つながり」と書かれてあります。ポール・

ハリスがロータリークラブを創設した最大の理

由、それは見知らぬ街で様々な方と「つながる」
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ことであったそうです。これを に 地 ク

ラブでは感じることのできない人と人とのつな

がりを大 に、ロータリー ットワークを 分

に活用して、次年度以 地域の奉仕活動を実

していきたいと く感じました。

　今回、 らしい成長の 会を ていただ

いたクラブ、福 会長に感謝 します。以上、

報告とさせていただきます。ありがとう い

ました。

　  次年度 奉仕委員長

　私は国際奉仕委員会と 委員会の会合に

参加させて頂きました。ま 最初に自 か

ら始まり、会議が始まりました。国際奉仕委員

会のテーマがありまして、「世界に して良い

事をしよう」であります。世界に して奉仕を

しようと言っても自分がどの様に われるのか、

果がどの様になっているのかがなかなか理

しづらい所があるかもしれません。今回私が参

加させて頂きまして、 しづつですが学びと

があったと思います。皆さんにこの思いを共

有して頂ければと思っております。

　大きな２つの事業からなっておりまして、国

際奉仕事業と社会 事業で、 委員会と

は社会奉仕委員会事業に入っています、 業研

修 ームという 語の です。国際奉仕事業で

は世界の子供 や地域の の皆さんに人道的

な支 を行うものであり、 に の確 が

ない、ト レが い、 育の が っていな

い の地域に して行われる事業であります。

業 事業に しては、 ば 業 業 、

理 容 業 、設 ・ の 助を行う事を

事業としています。

　２５１０地区では以前からタ の東北部で、地方

に して事業 開を行っています。先日、

西 会員の方からも 果報告がされましたが、

事業に しての研修、 果の報告も 年 され

ています。今年度１８年度から１年度の事業予

から３クラブから かり、プラス

補助金と知的 業 を合わせて が

の事業 となっています。各クラブが各々

していますが、各クラブはい れかのクラ

ブと合 で一つの学 、または地域に支 をし

ています。 ば今年度留萌のクラブは、 幌

と深 のロータリークラブと札幌西のロータ

リークラブと合 でタ の ンカ ＲＣを じ

て、 ン ャルン高 に 書事業 として

トータル６ バー 日本 で２１ ほどの事業

として をしています。大 なのは自分のお

金がどこに行ったのか分からないと言うのがよ

くありがちですが、地区の 委員会が ま

とめを行い、事業 開の まとめが第一であっ

て、実際は各クラブが主 でやっているという

事を理 していただきたいと思います。

　最後に、次年度の事業プランとして じよう

にタ の東北にあります、３３０地区にある ン

カ クラブを じまして 書事業、 学金事業、

クリーン ォーター事業、 業 事業の 事

業を 開していくという事でありました。地区

補助金、国際補助金も合わせまして昨年度と

じような で行うという事で、各クラブの

は５月３１日までに提 してくださいとの事でし

た。以上です。
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